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シロハラクイナ Amaurornis phoenicurus は中国南部，台湾，フィリピンからインドにかけて留鳥として

分布する（日本鳥類目録編集委員会 2000）．日本では沖縄島，宮古島，奄美諸島で留鳥として分布し，

その他の地域では渡り時期に稀に観察される．宮城県では 1967年 7月に志津川小学校で保護され，数

日後放鳥された記録がある（田中 1982）のみで，これまで伊豆沼・内沼での記録はない（宮城県 1992）．
著者は 2010 年 6 月，伊豆沼の北岸に位置する宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリセンター前の給餌池

（38°43’N，141°05’E）で，伊豆沼・内沼で初記録，宮城県で 2 例目となるシロハラクイナの成鳥 1 羽を観

察したので報告する． 
給餌池は面積 2 ha ほどの，沼とは隔離された池で，水深は深いところで 1 m 前後，浅いところでは 10 

cm程度であった．浅い水域はフトイScirpus tabernaemontaniなど数種のカヤツリグサ科Cyperaceae
の抽水植物によって覆われていた．幅 2 m ほどの池の土手は草刈りがなされ，数 cm から 10 cm 程度の

草丈であった．2010年6月3日17時30分ごろ，浅い水域の抽水植物帯の中からシロハラクイナのキョ，

キョ，キョ，キョと同じリズムをきざむ大きな声が聞こえた．給餌池近くの居住者は 1 日頃からこの声を聞い

ていた（佐藤正平 私信）．4日および 5日にシロハラクイナの姿を確認し，撮影した（図 1）．頭上から背に

かけて黒色，喉，顔，前頸，胸，腹が白色，下尾筒が栗色，嘴は緑黄色で上嘴基部が鮮紅色と，シロハラ

クイナの成鳥の特徴が認められた（小林 1985）ことから成鳥と判断した．主に早朝と夕方に前述した声を

発していたほか，給餌池の土手を歩きながら採食する姿が認められた．しかし，驚くと浅い水域の注水植

物帯にすぐに隠れ，警戒心が強かった．その後，シロハラクイナは給餌池の 300 m ほど西にある池や

500 m ほど北にある水田の畔でも記録され，6 月 30 日に声を聞いたのを最後に記録されなくなった． 
シロハラクイナは近年，分布を北に拡げる傾向を示しており（中村 1987），1982 年に鹿児島県（田中 

1983），1987 年に熊本県（高木 1987）でそれぞれ繁殖が確認されている．中部および北日本でも新潟

県佐潟での繁殖記録（小川ほか 2006）のほか，北海道苫小牧市で 1983 年に幼鳥１羽の観察記録（飯
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嶋 1989），2004年 5月に秋田県潟上市八郎潟で1羽の観察記録がある（加賀谷幸男 私信）．伊豆沼・

内沼での記録も本種の北への分布拡大の一端を示していると考えられる．  
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図 1．伊豆沼で初記録のシロハラクイナ（2010 年 6 月 5 日 撮影：伊藤利喜雄）． 
Fig. 1. First observasional record of White-breasted Waterhen Amaurornis phoenicurus in Lake 
Izunuma, Miyagi Prefecture (Photographed on 5 June 2010 by R. Ito). 
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One adult White-breasted Waterhen Amaurornis phoenicurus was observed in Lake 
Izunuma, Miyagi Prefecture, on 3 June 2010. This is the first report on the occurrence of 
the species in Lake Izunuma. 
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